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之ど宅 歴史 官ß~ 還す{fg阻談室

中世のお金を舎になおしたら、いくら?

主f声平幹がさかえたfJ邑i立、語訪の量買lこぉ笠が置く甚われるようになっ
た崩そです。このお室は、日基通商ではなく亭盲でつくられたもので画官を
と っうよう 摩る こ う伽 ち愉うおうしかく

越えて通用していました。円い硬貨で!中央に四角いあながあります。つくら

れた韮によって「亘菜誼量JI主義逼もなどのさまざまな糧難のものがあり
がちさ まい もん "っか べったんい

ますが、価値に差はなく、 1枚が 11文」として扱われていました。別の単位
もん ひき もん かん

としては、 10文が 11疋」、 1000文が 11貫Jです。
か細 もんいまをきんがく

このお金について、 l文は今の金額にしたらいくらに芯るのでしょうか。

この許量には、菜の福連を参議にする男窪があります。ぎ時の主主主で、菜1者
撞弘量百)の能bt1撞ほどであったことか57まき品すものです。

[智世ゐぉ蓄の』1t]
。をも~

。1疋=10文
かん もん

1貫=1000文

撞iD-151

1若=104
と Uょう

1斗=10升

17ニ 10言

遣う乃島官については、 1岩=104、14=10宵、 1升=10蓄で、前ぇ16'、「ぉ請の1事bんJ、「ご監
を3言たく」というように、歯在でも、皇官な事箇でよく甚ぅ量重です。主体首!こ、京1官は1.8リッ ト

ル、菜1宵は1.5キログラムほどになります。ぉ躍で、菜10キログラムが4，000円だとすれば、 150

キログラム(1岩)1ま60，000向になり、乙れが1000受(1撞)ですから、1支は60首という許葺に
なります。

しかし誌の協は、恥端によって金わっていますし、「岩41苔」品説若ほど鮮がは
っきりしていません。こうしたこと44fえて、 1支出品から100首と事量しています。ぉ室11h、
えんだ彦 えんだま

50円玉か100円玉にあたるのです。

量梓嘗では、新|こ量きさ
もつかん おお 肱つl才ん

れた木簡が多く発見されていま

す。その単には、官11の躍に、もの
dfぎや霊嶺、最す|き右手、出4な

'"際"相今のお金に芯おしたら
や〈もん えん

[葦戸平首の品1品]
笑芸 1レ昇= 1.5キログラムが約7文 → 350-700円

諸「昇
蓋 1色

三 1.8 1)')1トルが話42支→ 2，100 -4，200肖
もん えん

= 307文→ 15，350-30，700円

どをメモとして詰したものもあります。晶長がわかるものには、笑芸34が200支(1宵lこすれば話
もんさけとしよう もん レょう やくもん つま もん もん

7文)、酒1斗2升が500文(1升にすれば約42文)、やきものの蓋が307文、などがあります。 1文

を50向か100首として品賞して、はたしてどん正出家を
ぅ

受けるでしょうか。

ぉ室はとても制なもので、善しlこ躍なものを告る
よ恕泊、おお かね

ことができます。ただそのためには、世の中に多くのお金

が占まわり、実質のための諸諸も量首に芯ってくることが
ひつよう げんざいわたし 白白っか くB

必要です。現在の私たちは、こうしたお金を使う暮しをし

ていますが、その官玄詣立主5声芋l許の断そだったのです。
(主任学芸員 下津間康夫)
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草戸千軒で発見されたお金


